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第 2章　食を取り巻く現状と課題

(1) 　社会経済情勢の変化
①　市人口の推移　～人口減少時代へ～

　　急速に進む少子・高齢化を背景に、わが国の総人口は、今後減少基調で推移す

　るものと予測されています。一方、本市においては、平成 10年の 361,934 人

　をピークに既に減少に転じています。

②　市人口の年齢階層別構造　～少子高齢化の加速～

　　65 歳以上の高齢者の割合は 23.0％であり、昭和 60 年からの約 20 年間で、

　およそ 2倍に増加しています。

　　また、生産年齢（15 歳～ 64 歳）人口比率は 62.7％、年少（0歳～ 14 歳）

　人口比率は 14.3％となっており、減少傾向にあります。

第 2章　　食を取り巻く現状と課題

１　本市の食を取り巻く現状

 （資料）「いわき市の人口」（各年 10月１日現在）
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